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勝ち点 3コ ー ト

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール二部リーグ五日目の第二試合、強固なディフェンスと爆発力のあるオフェンスが持ち味の
神戸大学と、先週勝ち星をあげ勢いに乗る芦屋大学との一戦。序盤、神戸大の強固なディフェンスに苦戦した芦屋
大は、神戸大にリードを譲り点を追いかける展開となる。しかし、すかさず芦屋大は連続ポイントで流れを掴み、第2
ピリオドで逆転することに成功する。その後も、互いに強固なディフェンスを展開し、お互いに点数が思うように伸び
ない苦しい展開が続く。しかし、芦屋大が後半点差を徐々に広げ、神戸大の猛追を逃げ切り、芦屋大が85-72で勝
利し、貴重な勝ち点1をもぎ取った。
【第1ピリオド】
第1ピリオド、芦屋大#99高比良のレイアップシュートで芦屋大先制点を決める。始めこそ得点を許したものの神戸大
#37木下のレイアップシュートや#21濱口の3Pシュートをゴールに沈め、芦屋大との点差を徐々に広げ、流れが神戸
大に傾く。たまらず、芦屋大流れを変えるために残り4分で前半1回目のタイムアウトを取る。芦屋大は、インサイドを
中心に点数を重ね、点差を徐々に詰める。しかし、対する神戸大は粘り強いディフェンスで芦屋大に思うように攻め
させず、このピリオド19-24神戸大5点リードで終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオド、互いに隙を見せないディフェンスを展開する。芦屋大#35山本のリング下シュート、#9天日のレイアップ
シュート、#35山本のフックシュートが決まり、流れを引き寄せ、芦屋大が逆転することに成功する。続けて、芦屋大
#17宮川のミドルシュートが決まり、点差が3点となった所で神戸大たまらず前半一回目のタイムアウトを取る。タイム
アウト後、お互いに隙を見せず、両チーム中々得点出来ない。しかし、神戸大#6桑原のミドルシュートが決まり均衡
が崩れる。しかし、芦屋大が連続ポイントや、好守により流れを掴み、徐々に得点差をひろげる。結局このピリオド、
41-35芦屋大6点リードで前半を折り返す。
【第3ピリオド】
第3ピリオド、神戸大#24今村の3Pシュートで始まる。互いに激しいディフェンスで拮抗した状態が続く。しかし、芦屋
大#6高井のバスケットカウントとミドルシュートが決まり、点差が8点に広がったところで神戸大が後半1回目のタイム
アウトを取る。その後も、芦屋大#6高井、#99高比良を中心にインサイドを攻め、神戸大は必死に喰らいつき、このピ
リオドを58-51で芦屋大7点リードで終える。
【第4ピリオド】
第4ピリオド、神戸大#37木下のレイアップシュートにより始まる。しかし、芦屋大#9天日と#82中原が連続でシュートを
決め神戸大に流れを掴ませない。ここで神戸大意地を見せ、神戸大#5幸内が3Pシュートを2本連続で決め、流れが
神戸大に傾き始める。最後まで両者一歩も譲らない試合となったが、一度広がった点差を埋めることは難しく、85-
72芦屋大が勝利した。
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